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【はじめに】有機デバイスの開発において分子の配向はそ

の性能を左右する重要な因子の一つである。我々の研究グ

ループでは摩擦転写法[1,2]という製膜プロセスを用いた共

役系高分子の配向薄膜作製、構造評価、デバイス応用につ

いて検討してきた。摩擦転写法は高分子固体を基板に擦り

つけることにより、配向薄膜を作製する方法であり、擦っ

た方向に平行に高分子主鎖が配列するだけでなく、この、

基板面に垂直な方向についても優先的な分子配向が見られ

ることが多い [3,4]。今回は有機薄膜太陽電池材料として期

待されているローバンドギャップポリマーPTB7 (Fig. 1)[5] 
の配向薄膜を摩擦転写法により作製し、配向評価を行った。 
【実験】摩擦転写膜は PTB7 を圧縮成型したブロックを 90℃
に加熱した基板（ガラス、溶融石英）に 2MPa の圧力で押し

つけ 1m/min の速度で掃引して作製した。偏光可視紫外吸収

（UV-vis）スペクトル、原子間力顕微鏡（AFM）によって

評価した。Ｘ線回折は SPring-8 のビームライン BL46XU
において二次元検出器 PILATUS による測定も行った。 

【結果と考察】摩擦転写の条件を適切に選ぶことにより、

PTB7 の配向薄膜を作製することができた。Fig. 2 に PTB7
配向薄膜の偏光 UV-vis スペクトルを示す。掃引方向に平行

な直線偏光を垂直な偏光に比べて強く吸収した。主鎖が掃

引方向に平行に配列していると予想される。Fig. 3 に摩擦転

写膜の AFM 像を示す。摩擦方向に筋状の構造が見られる。

二次元 X 線回折測定では 010 反射（πスタッキング方向）

が子午線に観察されたことから摩擦転写薄膜内で PTB7 分

子面が基板面に平行、すなわち Face-on 配向をとっているこ

とがわかった。 
 PCBM との混合物についても摩擦転写可能であった。 
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Fig. 2. Polarized UV-vis spectra of the 
friction-transferred PTB7 films. 
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Fig. 3. AFM image of the PTB7 film 
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Fig. 1.Chemical structure of PTB7 
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